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7 月中旬の気象経過  

7 月中旬の気温は、7/10 から 7/19

までは平年を下回る涼しい日が続きまし

た。その前後は最高気温が３０℃を超え

る真夏日となりました。 

日照時間は多くなりました。6/14 の

梅雨入り以降、まとまった雨はほとんど

なく、7/18 に梅雨明けとなりました。 

 

水稲の生育状況 

＜移植栽培＞ 

草丈は平年並、茎数は少なめ、葉色は

淡いです。出穂は平年より 6 日早まる見

込み 

※生育調査日が平年より 2 日早いため、平年比は

参考としてください。 

◎ 草丈は、62.4～92.9ｃｍで平年比 90

～103％で概ね平年並です。 

◎ 茎数は、362～483 本/㎡で、前回調査より減

少しているほ場がほとんどです。平年比は 75

～101％と平年より少ない傾向です。 

◎ 葉数は、11.5～12.2 枚で、平年並です。つきあかりのほ場は、昨年は葉齢が進んでいたため、前

年比で１枚少なくなっています。 

◎ 葉色は、どのほ場でも平年より淡く、1.5～12.4 ポイント低くなっています。 

◎ 幼穂長は 5/7～5/9 植えのほ場で、35～64mm となっており、すでに減数分裂期を迎えていま

す。5/16 植えのササニシキほ場は 13mm となっています。5 月上旬田植えのほ場は、７月末に

は出穂期を迎えるものと推定されます。 

 

表１ 移植栽培ほ場の調査結果（7 月 18 日現在） 

 

aq as at au av g ｈ
草丈(cm) 茎数(本／㎡) 葉数(枚) 葉色(SPAD) 幼穂長(mm) 幼穂形成始期 減数分裂期

( 平年比 ) ( 平年比 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) （平年差）

74.7 410 11.8 31.7 35 7/5 7/18

( 100% ) ( 82% ) ( -0.5 ) ( -2.5 ) ( -73 ) ( -0 ) ( +2 )

72.5 483 11.8 30.8 42 7/5 7/17

( 97% ) ( 92% ) ( -0.4 ) ( -5.1 ) ( -53 ) ( -1 ) ( +0 )

73.6 447 11.8 31 38.4 7/5 7/18

( 99% ) ( 87% ) (0) ( -3.8 ) ( -63 ) ( -1 ) ( +2 )

62.4 411 11.5 31.5 13 7/9 ―

( 90% ) ( 75% ) ( -0.6 ) ( -1.5 ) ( -45.6 ) ( +1 ) ―

73.8 466 12.1 30.7 64 7/4 7/16

( 103% ) ( 94% ) ( +0.1 ) ( -4.8 ) ( -29 ) ( -3 ) ( -1 )

68.1 438 11.8 31.1 38.3 7/6

( 97% ) ( 84% ) ( -0.2 ) ( -3.2 ) ( -38 ) ( -2 )

92.9 362 12.2 34.3 152 7/1 7/9

( 101% ) ( 101% ) ( -1.1 ) ( -12.4 ) ( -21.2 ) ( -2 ) ( -5 )

（）は参考値石巻市広渕

東松島市矢本

石巻市桃生

5/7

5/9

品種名 地区名 田植月日 備考

5/16

5/9

5/9

ひとめぼれ

ササニシキ

ひとめぼれ平均

石巻市稲井

つきあかり 石巻市広渕

ササニシキ平均

（）は前年比

出穂期は７月28日頃の見込みです。斑点米カメムシ類注意報が発令されています。 

令和７年 7 月 25 日 
石巻地方米づくり推進本部 
宮城県石巻農業改良普及センター      

TEL:0225-95-7612  FAX:0225-95-2999 
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-n/ 

図１ 田植後の気象経過（アメダス石巻） 

※平年値はアメダス５カ年平均 
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図２ ひとめぼれの生育経過（2 ほ場平均） 図 3 ササニシキの生育経過（2 ほ場平均） 
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＜乾田直播栽培＞ 

◎ 全てのほ場で、草丈・茎数とも平年を上回っています。ひとめぼれほ場で、葉数が前年より 3

枚少なく、葉色は 3.8 ポイント淡くなっています。 

◎ 幼穂長は 5.1～9.0mm で、伸びは緩やかですが、減数分裂期は７月 25 日前後で、出穂

期は８月上旬となる見込みです。 

 

表２ 乾田直播ほ場の調査結果（7 月１8 日現在） 

 
 

生育ステージ予測（7/22 現在）  

出穂は平年より３日早まる 

 生育予測モデルによる生育ステージの予測で

は、5/9 田植えでは 、 出穂は 7/28 で平年

（7/31）より３日早いと予想されます。 

 早生品種「五百川」では、7/15 に出穂期

を迎えています。 

 

 

 

今後の管理   

１ 水管理  ～出穂後30日頃までは飽水管理を ～ 

◎ 出穂期前後の基本的な水管理は下図のとおりです。出穂期は水を多く必要とする時期なので､浅

水管理とし､その後は飽水管理で水を切らさないようにしましょう。 

◎ 出穂後５～15日の最低気温が２３℃以上が連続するような高温の場合､白未熟粒が多発し､著し

い品質低下を招く危険がありますので､「飽水管理」を行うことで日中及び夜間の地温上昇を抑

えることが期待できます。 

※飽水管理：足跡の水がなくなったらごく浅めに入水する（表土が十分湿る程度）。充分な用水 

の確保ができず「昼間湛水・夜間落水管理」等が難しい地域やほ場では､「飽水管 

理」が有効です。 

 

草丈(cm) 茎数(本／㎡) 葉数(枚) 葉色(SPAD) 幼穂長(mm) 幼穂形成始期 減数分裂期

( 平年比 ) ( 平年比 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) ( 平年差 ) （平年差）

76.2 804 11.3 34.8 9 7/6 ―

( 104% ) ( 135% ) ( -0.2 ) ( +0.5 ) ( -42 ) ( -5 ) ―

75.7 574 9.7 37.8 5.1 7/12 ―

( 101% ) ( 126% ) ( -3.1 ) ( -3.8 ) ( -12.7 ) ( +4 ) ―
（）は前年比乾直ひとめぼれ 石巻市桃生

乾直ササニシキ 石巻市河南

品種名 地区名

4/7

3/26

播種日
( 平年差 )

備考

図 4 高温時の飽水管理体系 

中干し終了 浅水 落水

出穂期 出穂後30日

飽水（保水）管理飽水管理

浅水
（花水）

稲体強化・根の活力維持

（作土の硬化）

登熟良化・根の活力維持

白未熟粒の低減

田植始期
（５％）

田植盛期
（５０％）

田植終期
（９５％）

5/3 5/9 5/22

幼穂形成期 7月3日 7月5日 7月15日

減数分裂期 7月16日 7月18日 7月27日

出穂期
出穂始期
（５％）

出穂盛期
（５０％）

穂揃期
（９５％）

7月26日 7月28日 8月6日
平年差 ２日早い ３日早い 2日早い

7/22～8/3は２週間確率予測（50％）を利用

出穂期の平年値は前５か年平均値

表３ 生育予測モデルによる出穂期予測 
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◎ 低温が予想されるときは、幼穂形成期から出穂・開花までの期間は低温による障害を受けやす

いので、天気予報に注意し、日平均気温 20℃以下又は最低気温 17℃以下の低温が続くと予想

された時は、幼穂を保温するために深水管理としましょう。 

◎ 早期落水は､登熟不良や品質低下の原因となるので､出穂後３０日を目安に､収穫作業に支障のな

い範囲でできるだけ遅くしましょう。 

 

２ 追肥 （詳細は稲作情報Ｖｏｌ.5 及びＶｏｌ.6 を参照してください） 

◎ 白未熟粒による品質低下は登熟初期の高温と穂揃期の窒素栄養不足が原因となっています。葉

色が淡く、まだ減数分裂期（出穂１５～１０日前）で追肥可能なほ場では適切な追肥を行いま

しょう。 

 

３ 病害虫対策 

カメムシ発生「やや早い」 適期防除を！ 
◎ 斑点米カメムシ類（アカスジカスミカメ、ホソハリカメムシ、クモヘリカメムシ）の本田

侵入始期は「やや早い」（第２世代成虫：８月第３半旬）、発生量は「多い」と予想さ

れ、「注意報第３号」が発令されました。適期防除できるよう留意しましょう。 

◎ すでにアカスジカスミカメの第 1 世代成虫発生盛期を迎えているため、今後は水田周辺の

畦畔の草刈りは原則行わないようにしましょう。 

◎ 薬剤防除は穂揃期とその７～10 日後の２回防除が基本です。２回目の薬剤散布以降も斑

点米カメムシ類の発生がみられる場合は､追加防除が必要となります。イヌホタルイが除草

できなかった場合は､１回目の薬剤散布を「出穂始から穂揃期」に早めることで､斑点米カ

メムシ類の密度を低下させることができます。環境保全米等でやむを得ず１回防除となる場

合には､穂揃後３～５日頃に散布してください。 

 

◎ 県内の葉いもち発生量は「平年並」、穂いもちの発生量は「平年並」で発生期は「やや早い」

とされています（7 月 18 日 宮城県病害虫防除所発表）。アメダス資料による葉いもちの感

染好適条件の出現状況（ＢＬＡＳＴＡＭ）では、７月中旬に、県内一部で感染好適条件が出現

しており、管内でも６月に感染したとみられる葉いもちの発生が確認されています。水田の見

回りをこまめに行い、葉いもちの早期発見に努めましょう。 

◎ 紋枯病の発生量は「平年並」、稲こうじ病発生量は「平年並」と予報されています。 

 

図５ 図６ 
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東北地方 1 か月予報 
（7 月 19 日から 8 月 18 日までの天候見通し） 

令和 7 年 7 月 17 日仙台管区気象台 発表※抜粋 

＜特に注意を要する事項＞ 

東北太平洋側では、期間の前半は、気温がかなり高くなる見込みです。 

＜予想される向こう１か月の天候＞  

東北太平洋側では、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多いでしょう。  

＜向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞ 

                                            低い(少ない)  平年並  高い（多い） 

【気   温】 東北地方        10         10       80 

【降 水 量】 東北地方          40         40       20 

【日照時間】 東北地方         10           40     50 

＜気温の階級の確率（％）＞     低い         平年並   高い 

１ 週 目  東北太平洋側       10       10       80 

２ 週 目    東北太平洋側       10       30       60 

３～４週目  東北太平洋側       10       30       60 

 

高温に関する早期天候情報（東北地方） 
令和 7 年 7 月 22 日１４時３０分 

仙台管区気象台 発表 

東北地方 ７月２８日頃から かなりの高温 

かなりの高温の基準：５日間平均気温平年差 ＋2.7℃以上 

東北地方では、最近１週間以上、気温のかなり高い状態が続いています。向こう２週間の気

温も、暖かい空気に覆われやすいため、かなり高い日が多い見込みです。 気温が１年を通し

て最も高い時期ですので、熱中症の危険性が高い状態が続きます。引き続き、屋外での活動等

では飲料水や日陰を十分に確保するなど熱中症対策を行い、健康管理に注意してください。ま

た、農作物や家畜の管理等に注意してください。 なお、１週間以内に高温が予測される場合

には高温に関する気象情報を、翌日または当日に熱中症の危険性が極めて高い気象状況になる

ことが予測される場合には熱中症警戒アラートを発表しますので、こちらにも留意してくださ

い。 

 

 

 

 

宮城県農薬危害防止運動実施中！（６月１日から８月３１日） 

宮城県では、6 月から 8 月にかけて、農作物等の病害虫が発生しやすく、農薬を使用する機会が

最も多くなる時期です。農薬安全対策の不備や不注意等による事故が発生しやすくなるため、農薬

使用による危害防止と環境に配慮した適正な農薬の使用を徹底し、農薬の販売、使用方法、性質に

関する正しい知識及び関係法令等の周知を図ることで、農薬による事故等の発生を防止し、本県産

農産物の「食の安全・安心」を確保することを目的に運動を実施しています。 

農作業中の熱中症を予防しましょう！！ 

夏に向けて、農作業中に熱中症になる人が増えてきます。熱中症は正しい知識を身につけるこ 

とで、適切に予防することが可能です！！ 

 
 

 

 

 

 


